
健康なまちづくりを目指し人口減少に立ち向かうゆすはら
～ゆすはらの生きる仕組みづくり～

平成２８年８月２３日 高知県梼原町長 矢野富夫



【今日の講演内容】

１．梼原町の紹介
２．健康づくりに取り組んできた歴史
３．町民みんなで目的を共有する
４．町民みんなで健康づくり
５．町民みんなで引き継いできた活動の成果は
６．課題解決、人口減少に町民みんなで立ち向かう

日本三大カルストの一つ四国カルスト

町営の風車
６００Ｋ・２基



１．梼原町の紹介
橋は木橋

清流四万十川

電線地中化

少しオシャレ
な町に

町の中心地



高知県の西北部、愛媛県との県境の

町。日本三大カルストの一つ、四国カル

スト台地の山々に包まれた裾野を清流

四万十川がゆるやかに流れる源流の町。

☆ 高知市・松山市より車で９０分

梼原町の位置・面積・人口・国保保険者数等

高知市

○人口：３，６９０人 ○高齢化率４２．４％
（平成２６年３月末住民基本台帳）

○面積：２３，６４５ｈａ（内９１％が森林）

○町中心地標高 ４１０ｍ

四万川区四万川区

松原区松原区

東区東区

越知面区越知面区

初瀬区初瀬区

西区西区

７集落
５７２人

１３集落
５８３人

８集落
６２４人

１５集落
1,４７７人

７集落
14２人

６集落
29２人

梼原町は、６区、５６集落で支え合う町

縦直線２０㎞×横直線１２㎞

国保 ○世帯数 ６６５戸

○一般被保険者数 ９４９人

○退職者被保険者数 ８３人



梼原人

健康

環境

教育

産業

文化

くらし

（１）梼原ならではの保健・医療・福祉が充実した社会

（２）高齢化と過疎地域でも災害に強い社会

（３）暮らしの安定と産業の振興・発展した社会

（４）自信あふれる梼原人を育てる教育の確立した社会

（５）人の尊厳が守られ「絆」を大切にする社会

（６）「対話と満足度」を高める役場がある社会

六つの言葉をキーワードに
六つの社会を目指す」
町民皆で策定した、梼原町総合振興計画
～人と自然が共生し輝く梼原構想～

２０２０年に向かって、課題解決のために梼原町の
目指す社会を、２０１１年（平成２３年まちづくり）に定めた。



☆自治の基本は「自立」である。

・自立とは、自分で完結することでなく、周囲と様々な関係を
築き、資金の提供を受け、それに見合う価値を生みだしてい
る状態のことである。

・その価値とは、財貨のみのことでなく、人が役に立っている
と思う物やサービスのことである。

・「自分でできることは、自分で行う」ことが梼原人である。

☆全ての考え方を、
①地域資源を活かす。（人、物、自然も）

②自然と共生と循環。

③成果をおさめる仕組みをつくる。

☆その手段として、
①目的を共有する。（具体的にわかりやすくする）

②コミュニケーションを図る。

③協働作業をする。

課題解決と未来に梼原町を引き継ぐために、
梼原町の自治経営の考え方の基本を定めた。



森林と清流四万十川の源流域

雲の上のホテル・レストラン・温泉・温水プール・森林セラピー基地

太郎川公園・道の駅ゆすはら

梼原人

地域資源を活かす

雲の上のホテル・レストラン

梼原町総合庁舎

雲の上のギャラリー

町の駅・マルシエユスハラ

坂本龍馬脱藩の道



芝居小屋・「ゆすはら座」
木橋 ・アーチ型

・屋根付き

千百年の津野山神楽日本で最初のオーナー制度を立ち上げた棚田

小説家司馬遼太郎さんが宝といった千枚田

おもてなしの場 「茶堂」

地域資源を活かす



２．健康づくりに取り組んできた歴史
昭
和
30
年
代

伝染病・結核予防対策と母子保健活動の時代

昭和３３年 衛生組織連合会発足・県立松原診療所開設

昭和３４年・３７年・３８年 伝染病（赤痢）発生（緊急事態）

昭
和
40
年
代

成人病予防の時代（重点的な保健婦活動）

昭和４３年 町立松原診療所開設

昭和４４年 保健婦駐在所設置（県下第1号）

昭和４６年 町立梼原診療所開設・町立四万川診療所開設

昭
和
50
年
代

成人病予防対策としての受診率向上を目指す

昭和５２年 受診率の向上を図るために「保健衛生推進員制度」

を創設し、２０世帯１人を目標に保健活動を推進。

昭和５６年 第３３回保健文化賞受賞 「健康の町宣言」

平
成
年
代

一次予防の強化と福祉との連携

平成 ６年 「健康文化都市」の指定を受ける。

平成 ８年 「梼原町保健福祉支援センター」建設・保健婦駐在制度廃止

平成 ９年 健康づくりと福祉、環境保全活動の一体的な取り組みを目指し

「健康文化の里づくり推進員制度」へ



◇昭和３４年、３７年、３８年に伝染病（赤痢）集団発生。
◇昭和４６年に無医地区を経験、医師確保の苦労の歴史がある。

☆そうした歴史を踏まえて、
□安定的な医療確保の必要性
□疾病予防、健康づくりの必要性

☆そして目的・目標を定めた
○健康文化の里づくり推進員制度など「町民みんなで健康づくり」
○安定した医師の確保⇒自治医科大卒業生・昭和５７年着任
○保健・医療・福祉を一体とした地域包括ケアシステムの必要性

そこに行政と住民
の思いがあった。

平成８年 梼原病院と保健福祉支援
センターの一体型施設の建設



３． 町民みんなで目的を共有する



そして区・行政・地域運営組織(集落活動センター)・各種団体
は、目的の共有を図る。そのために、いつも皆で話し合っている。

四万川区

松原区

東区

越知面区

初瀬区

西区西区

７集落
５７２人

１３集落
５８３人

８集落
６２４人

１５集落
1,４７７人

７集落
14２人

６集落
29２人

地域住民

行政（町長）

区長（６区）

部落長（５６集落）
企業・各種団体

六つの住民自治組織が自ら動く

役
割
分
担
と
縦
の
連
携

役
割
分
担
と
縦
の
連
携

集活センター
・推進委員会
・ＮＰＯ、株式、
地縁等

毎年４月に、区長・部
落長、各種団体、国、
県出先事務所等と意
見交換会により情報
共有

６つの組織

住民との目的共有・協働作業住民との目的共有・協働作業



地域包括ケア体制の充実

救急医療の確保

かかりつけ医と
保健・介護予防活動との協働

災害拠点病院

地域医療の教育の場

そして梼原病院は「座談会」に出向く・病院の目指す地域医療

良質なプライマリケア良質なプライマリケア

総合的・継続的に対応する地域の保健医療福祉機能を提供総合的・継続的に対応する地域の保健医療福祉機能を提供

１．５次救急医療１．５次救急医療

救急入院、病院輪番制の実施救急入院、病院輪番制の実施

保健予防活動保健予防活動
予防重視を基本に活動予防重視を基本に活動

梼原病院でよかった！ と言われ、選ばれる病院を目指して

住民から信頼される、活用される病院づくり住民から信頼される、活用される病院づくり

☆ 各地域へ出向いて「座談会」を開催

みんな真剣酒が入らんと
本音は言えん！



町全体トータルで考えなくてはならない。

地方交付税算入額を全額、病院会計へ繰出し、医療を確保する。

病院経営と国保会計は表裏一体

医療の必要性と経営的なものとのバランスが大事、良質な医療を適正に提供、きちっと

回収。健康な方を増やし医療費を抑えることこそ重要！
救急などの不採算部門を切り捨てて経営がよくなったとしても、町民の信頼に耐える病
院にはならない。

◆基本的な考え方、取り組みについて必ず議論する。

◆目的・目標を共有しお互いに納得して進める。

そして常に町長と病院長とは目的を共有する



○松原診療所
〇四万川診療所
〇梼原歯科

〇高齢者合宿施設
〇福祉の館
〇生活支援センター

入
院
・退
院

〇特別老人ホームふじの家
〇デイサービス ふじの家
〇障害者支援施設みどりの家
〇訪問介護（四国部品・なごみ）

入
所
・利
用

温水プール

高齢者の健康づくり

森林セラピーロード温泉

ヘリポート基地３
町
外
病

院
等
へ

地域ケア会議月１回
ケアプラン会議週１

高幡広域等町
外

施
設
へ

地域包括ケアシステムの充実

梼原病院

右半分が病院 ３０床玄関は共通

梼原町社会
福祉協議会

保健福祉支援
センター

過疎地有償運送「絆」

新しい複合福祉施設

〇在宅・治療から予防型社会へ

健康住宅
づくり

在宅



４． 町民みんなで健康づくり



健
康
づ
く
り

（
一
、
０
次
予
防
）

地
域
支
え
あ
い
活
動

６７０人６７０人

H9H9～～

（１～９期生）（１～９期生）

H9H9～～
1111期生～期生～11９期生９期生
（１～９期生）（１～９期生）

健
康
文
化
の

里
づ
く
り
推
進
員

住
民
主
導
の

生
涯
現
役
社
会
を

合 計
1,４０８人

健
診
中
心
の

健
康
づ
く
り
活
動

436436人人

S52S52～～S63S63
11期生～期生～66期生期生

保
健
衛
生
推
進
員

保
健
衛
生
推
進
員

受診率の向
上に効果

健
康
づ
く
り
と
福
祉
活
動

302302人人

H1H1～～HH８８
77期生～期生～1010期生期生

健
康
ふ
れ
あ
い
推
進
員

地域支え合い

私たち誰もが、自己の目指す健康で生きがいのある暮らしをし、生涯現役で送りたいと願っています。

その願いを実現するために、長年にわたり「自分の健康は自分で創る」を合言葉に、予防重視を基本に住民の皆様と協働で取
り組んで参りました。その中心を担ってきました健康文化の里づくり推進員制度も３８年の歴史を重ねています。

「一人ひとりが受けたくなる健診とは」を考える
「健康文化の里づくり推進員」の活動

梼原町民はいつも「自分の健康は自分で創る」を合言葉に



生活支援

複合型燃料安定供給

鳥獣被害対策

森林セラピー

地場産品の販売促進

集落活動支援

産地・人づくり

災害に強い集落づくり 集いの場・健康づくり

・新たな特産品づくり

・農産物をお金に換える
仕組み（集出荷体制）

・鳥獣被害に強い集落づくり

・サポーター育成

・過疎地有償運送

・配食サービスの取り組み
（初瀬地区と連携）

・買い物支援
・高齢者を支える仕組み

・見守り活動

・いきいきふれあい広場
・受診率向上の取り組み

（健康文化の里づくり推進員）

・あったかふれあいセンター機能

・共同作業の支援体制

・地域の祭りごと

・農業研修、体験

・研修生の受入
・集落営農の推進

・中山間直接支払制度

・自主防災組織の充実

「自分の命は自分で守
る」予防意識の普及

・ヘリポートの活用

・安定した燃料供給体制

・複合経営組織の立ち上げ
（給油所・農林業資材・集出荷）

・メンタルヘルスの取り組み

・松原診療所、企業との連携
・交流、体験の推進

・松原区

・松原まろうど会
・ＮＰＯ法人 絆

・松原診療所
・農業生産法人

高
知
県

梼
原
町

支援連携

構成集落：６集落・２９２人

そして、小さな拠点（集落活動センター）を設立し住民自らが自立に動く

地域住民を守るために、地域住民自らが検討を重ね、「地域住民が支える、地域のための会社」として、平成２
４年１２月３日に（株）まつばらを設立し、平成２５年１月１日から給油所を引き継ぎ、１月４日から運営する事に
なった。 1口１万円出資の会社

☆Ｈ２８年現在４か所集落活動センター設立



健康の自己管理と閉じこもり予防雲の上のいきいきチケット

「ＮＰＯ法人 絆」

住民による過疎地有償運送

障害者・75歳以上の高齢者を対象に、月に1
度は病院受診など健康づくりの推進を目的に初
乗り料金を２４回分助成 （2９８人に交付）

平成23年4月28日に登録（県内で２番目）
平成23年5月2日、町から車2台を無償貸与
し、平成23年5月9日から事業開始。
登録運転者１６人、月約１００人利用

地域限定
○初瀬区
○松原区

弁当は自宅まで
届けて４００円

集落活動センター「まつばら」・「はつせ」の
二つが協働作業で運送業務を行う。
一方民間タクシー業者も連携して運送業務を
行う仕組みをつくって活動している。

予防活動のための
移動手段を確保

ここでも、
住民が動く。



いきいきふれあい広場

区か集落活動センターが開催（いきいきふれあい広場運営委員会）
高齢者の集まりを月１回の割で開催。健康チェックや食事会、
レクリエーション、学習会、時には子どもたちとの交流を行い
高齢者の孤独感の解消高齢者の生きがいの場所としている。

集落等単位での会食をとおして、老若男女の交流を促進し、閉
じこもりがちな高齢者の交流の機会をつくる事により、地域の支えあ
いとして発展定着に結びつける事を目的としている。「いきいきふ
れあい広場」への参加につなげる。

ミニいきいきふれあい広場

声かけあって地域が取り組む予防活動

食事は梼原町食生活改善推
進協議会（通称エプロン会４５
人）がつくり健康への支援

歩こう会

栄養、運動、休養を柱とする一次予防活動の具体的な取り組み
として、老若男女を問わず誰もが参加できる。「歩く健康づくり」を
重点事業に掲げ、毎月第一日曜日を歩こう
会の日として設定町内６地区で実施している。
（平成８年発足）Ｈ２６＝６６３人



ＩＰ電話ＩＰ電話 町内、電話料金が無料！、全世帯に設置
グループ内相互の声かけが盛んになっている

緊急通報システム緊急通報システム

６５歳以上の高齢者世帯を対象
として告知端末の緊急スイッチを
押すことで、あらかじめ登録され
た通報先（５件まで可能）に緊急
通報が届くシステムになっており、

ご近所、ご親族同士の見守りのシ
ステムです。
現在５０７世帯中 ３９７世帯登録

見守りセンサーシステム

に接続。

①安否センサは、玄関・寝室・

居間などの3カ所（主に天井）に設置。
②送受信ユニットは、告知端末横の機器

に接続。

高齢者宅

孤独死をなくす見守りセンサーシ
ステム・８０歳以上単身者・１，２
級障害者・３か所に設置
○８０件

孤独死をなくす見守りセンサーシ
ステム・８０歳以上単身者・１，２
級障害者・３か所に設置
○８０件

保健福祉支援センター
センサに反応があるか、

日に一度確認を行います。

あなた

メールが
届きます。

声かけあい・支え合うシステムづくり
☆町内全戸光ファイバー網整備



５．町民みんなで引き継いできた活動の成果は５．町民みんなで引き継いできた活動の成果は



現在、１，４０８人健康文化の里づくり推進員を経験、
今年さらに７２人を養成中！

①住民がなんらかの形で健康づくり
に取り組んでいる。
②協働で進める予防重視・支え合い
システムの確立。
③健康長寿の里づくり計画との連携

（子ども・働き盛り・高齢者

それぞれの目指す暮らしが実現できる

ライフスタイルを目指して）



①健康的な女性、元気老人が多い。
②がんで亡くなる方が少ない（がん健診）
③推進員さん自身の健康を考える事で、家族へ、地域へ、
そして地域の健康づくりにつながった。
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主な死因別死亡（ＳＭＲ） 全国平均を１００とした場合



（独）科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）梼原町と協働作業
「コミュニティで創る新しい高齢社会のデザイン研究領域」 （H24年10月～H27年9月）

モデル住宅（梼原町松原）モデル住宅（梼原町松原）モデル住宅（梼原町松原）モデル住宅（梼原町松原）

⇨梼原町のモデル住宅を活かして、
住環境による健康づくりに関する学習プログラムを展開

モデル住宅（梼原町下組）モデル住宅（梼原町下組）モデル住宅（梼原町下組）モデル住宅（梼原町下組）

町民が宿泊体験をして、町民が宿泊体験をして、
室温や血圧の違いを目と肌で学習室温や血圧の違いを目と肌で学習



自宅が寒いと、高血圧になりやすい自宅が寒いと、高血圧になりやすい
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個々人や健康推進員への個々人や健康推進員への
結果報告結果報告を繰り返しながら、を繰り返しながら、
町民町民に注意喚起に注意喚起



梼原町と慶応義塾大学伊香賀プロジェクト梼原町と慶応義塾大学伊香賀プロジェクトH25H25～～H27H27

個人による健康増進（1次予防）のみの対策の限界

健康増進（ゼロ次予防）の対象として、住環境の重要性が再認識

日本全体の40年後と同じ高齢化率に達している梼原での取組みを
通して

日本のこれからとその対策について考える



○国保の1人当たり医療費の抑制効果！（平成２１年度）
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○介護保険料の低い水準を維持！
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Ｈ２4～Ｈ２6

平成１２年介護保険制度創設時から

予防を重視し事業を展開

H27～H29 4,380円（559円ＵＰ）

この差額
２０万円以上

年間２億円以上の削減

3,824円
５，０２１円４，７７８円
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77.5%

32.9%

76.2%

32.5%35.3%

平成２5～２6年度実績（40歳から74歳）

平成２６年度

全国 高知県 梼原町

全国トップクラス
目指すは受診率１００％

特定健診率・高知県第１位 平成２７年度７８.5％（速報値）

平成２５年度

35.4%



なぜ？ 健診率が高いのか？

３８年の３８年の歴史の歴史の積み重ね！積み重ね！

長い歴史の中で培ってきた『人と人の絆』長い歴史の中で培ってきた『人と人の絆』
の精神が根付いている。の精神が根付いている。

あの時代だからこ
そ推進員制度がで

きた！



受けたくなる健診を目指して

社会も社会も、、人の考え方も人の考え方も常に常に変化変化してしているいる
ことを意識する。ことを意識する。



６．課題解決、人口減少対策に町民みんなで立ち向かう



梼原町まち・ひと・しごと創生総合戦略
生きる仕組み「小さな拠点ゆすはらづくり」

（１）．支え合い生きていく集落活動センター との連携

（２）．人と人の絆を大切にするまち
☆「新しい道の駅ゆすはら・ゆすはら丸ごとクリニック」
☆森林セラピー基地・ロードを活かし「健康の再生を図る場」

（３）．保健・医療・福祉・介護の充実したまち
☆在宅を基本に（充実） ☆ケアハウス ☆デイサービス
☆生活支援ハウス的施設☆包括ケアシステムの充実

（４）．生きものにやさしい低炭素なまち
☆再生可能エネルギーの自給率１００％を目指す
☆ＣＯ２の排出削減と森林のＣＯ２吸収率を高める

（５）．自信あふれる梼原人を育てるまち
☆保幼小中高一貫教育を目指す
☆森の中の丸ごと図書館（わくわくする図書館）
☆産業担い手づくり（育成塾）

（６）．移住・定住対策について

自立に向かう生きる仕組み

健康

環境

教育

産業

くらし

文化 自立

地域資源
を活かす



生きる仕組みの一つ目
「支え合い生きていく集落活動センターとの連携」

四万川区

集落活動Ｃ
「四万川」

13集落

583人

初瀬区

集落活動Ｃ
「はつせ」

７集落

142人

松原区
集落活動Ｃ
「まつばら」

６集落

２９２人

東 区

協議中

１５集落

１，４７７人

西 区

協議中

８集落

６２４人

越知面区

集落活動Ｃ

「おちめん」

７集落

５７２人

六つの小さな拠点（集落活動センター）で生きる仕組みをつくる

地方創生の拠点「道の駅ゆすはら」の整備
「ゆすはら丸ごとクリニック構想」

・温泉・温水プール・エステ・フィットネス・森林セラピー・直販所
・レストラン・ホテル・ギャラリー・電気スタンド・病院との連携

・集落活動センターとの連携

新しい道の駅ゆすはら（重点道の駅）

その人の得意なことを、好きなことを、できる時間に、できる範囲で楽しんで仕事を
する仕組みをつくる

一つの拠点は、
「道の駅ゆすはら」

各小さな拠点からの流通システムを作る（地産外商へ）



雲の上のプール
（温水・地中熱）

雲の上の温泉
（木質バイオマス）

ギャラリー

雲の上の市場

雲の上のホテル
・レストラン

市場の再生
フイットネス

健康食・避難所

各集落活動センターから
の流通システムを作る

生きる仕組みの二つ目「人と人の絆を大切にするまち」
ゆすはら丸ごとクリニック・健康の再生を図る拠点整備

フイットネス・エステ
・健康食堂・アロマ

森林セラピー基地



生きる仕組みの三つ目「保健・医療・福祉・介護の充実したまち」



「３次予防」
通院、
リハビリ

「２次予防」
健康診断、
人間ドック

「１次予防」
食生活、運動、禁煙、
ストレス解消、予防接種

「０次予防」
自分の体質を知って取り組む健康づくり

・一人ひとりの体質に合わせて生活習
慣などの改善を行い病気の予防を

目指すは、治療から予防型社会へ

自助・互助・

共助・公助

の役割分担

マイナン
バー利用

全町民の
安心カル
テ作成



＜環境モデル都市の目標（2009年１月23日認定）＞

「森の資源が循環する公民協働の“生きものに優しい低炭素なまちづくり”」の実現

①再生可能エネルギー自給率１００％を目指す(現在約３０％）

風風

森森

光光

水水

土土

し尿を堆肥に製造
生ごみをペレットに製造 廃油を車の燃料（BDF）

② ＣＯ２の排出削減と森林のＣＯ２吸収
率を高める。

☆2050年にＣＯ２排出量を１９９０年基準
（２３，６３４ｔ－ＣＯ２）の７０％削減

☆2050年にＣＯ２吸収量を１９９０年基準
（１６，２００ｔ－ＣＯ２）の４．３倍増

☆化石燃料からのエネルギー転換、森林整備
により森林吸収を高める。

生きる仕組みの四つ目
「生きものにやさしい低炭素なまち」

③ 梼原町廃棄物減量等推進委員 １５名



生きる仕組みの五つ目「自信あふれる梼原人を育てるまち」
「保幼小中高一貫教育」小中一貫６：３制を４：３：２制に変更

○子どもの誕生・保育・幼稚園
・誕生祝福金 １０万円
・保育園費、幼稚園費、給食費
全て無料化
・医療費０歳から１５歳まで無料
・英語教育実施

○小中一貫教育
・梼の木寮入寮費の個人負担
月当たり、１，５００円
・中学夏休み海外へ８名短期留学
さす。（個人負担７万円）

○高校
・１年間海外留学に１人百万円支援
・奨学資金貸付事業、月３万から８万円
帰町すると半額及び全額免除。



生きる仕組みの六つ目「移住・定住対策について」

ＬＣＣＭ住宅
ライフサイクルカーボンマイナス
（二酸化炭素排出ゼロ）モデル住宅

・町産材新築 ２００万円補助
・〃 若者は、 １００万円加算
・若者の増改築 １００万円限度
（事業費の２分の１補助）

健康長寿と住宅づくり

・改修費７００万円まで ・１２年間無償貸与
・固定資産税免除 ・１２年後そのままかえす

・お試し住宅 使用料月当たり１万円
・改修住宅 使用料月当たり1万５千円
・１年間で空き家に４３人移住（平均年齢３７．３歳）

空き家改修少しオシャレ
に改修



こうした取り組みにより人口減少に歯止めがかかりはじめた梼原町

高知新聞高知新聞（平成27年6月25日）

平成２７年４月末
の人口は、前年
比で、▲１人の減
少にとどまる。

空き家改修

高校野球部創設１０年目

４：３：２小中一貫教育

地域包括ケアの充実
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坂本龍馬脱藩１８６２年３月２６日脱藩


